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神
道
夢
想
流
杖
術

福
岡
劒
杖
塾

神
道
夢
想
流
杖
術
に
は
併
伝
武
術
と
し
て
、
神
道
流
剣
術
、
内
田
流
短
杖
術
、

中
和
流
短
剣
術
、
一
心
流
鎖
鎌
、
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
期
よ
り
福
岡
で
は
連
綿
と
伝
え
ら
れ
た
術
技
を
変
え
る
事
無
く
継
承
し
、

現
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

神
道
流
剣
術

流
祖

夢
想
権
之
助
は
、
神
道
流
剣
術
の
術
技
を
も
と
に
杖
術
を
編
み
出
し
た
と
言
わ

れ
て
お
り
、
剣
術
の
形
と
し
て
大
太
刀
の
形
（
八
通
）
と
小
太
刀
の
形
（
四
通
）
が

併
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
田
流
短
杖
術

内
田
流
短
杖
術
は
、
安
政
の
頃
、
内
田
良
五
郎
が
考
案
し
て
以
来
、
神
道
夢
想
流
杖
術

と
共
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
別
名
ス
テ
ッ
キ
術
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

杖
の
長
さ
は
約
三
尺
、
直
径
約
八
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
体
に
応
じ
て
長
く
も
短
く

も
自
分
の
杖
・
ス
テ
ッ
キ
と
し
て
使
用
し
や
す
い
も
の
を
使
い
ま
す
。

中
和
流
短
剣
術

流
祖
は
、
丹
波
の
住
人
小
谷
惣
右
衛
門
と
さ
れ
て
お
り
、
黒
田
藩
に
伝
承
さ
れ
ま
し
た
。

一
角
流
十
手
術
と
ほ
ぼ
同
じ
技
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
心
流
鎖
鎌
術

今
か
ら
約
六
百
年
前
，
我
が
国
武
道
史
の
源
流
を
な
す
念
流
の
始
祖
と
し
て
名
高
い
「
念

阿
弥
慈
恩
」
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
神
道
夢
想
流
杖

道
の
併
伝
武
術
の
一
つ
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
心
流
鎖
鎌
術
は
，
鎌
と
分
銅
を
鎖
で
結
ん
だ
「
鎖
鎌
」
と
「
太
刀
（
木
刀
）
」
で
行

う
形
武
道
で
す
。
斬
り
込
ん
で
く
る
太
刀
に
対
し
て
，
鎖
を
巻
き
付
け
た
り
、
鎌
で
斬

っ
た
り
、
分
銅
を
投
げ
た
り
し
て
応
じ
る
技
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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大
日
本
兵
法

新
陰
流

福
岡

旭
心
会

古川先生を囲んで

全
国
居
合
道
連
盟

新
陰
流

旭
心
会

教
士
七
段

代
表津

留
崎

利

雄
昭
和
八
年
生

新
陰
流
、
戦
国
時
代
、
『
上
泉
秀
綱
』
が
陰
流
な
ど
に
学
ん
で
創
始
し
、
本
来
の
表
記
は

新
陰
流
。
室
町
時
代
末
期
『
上
泉
伊
勢
守
秀
綱
』
が
創
案
し
、
始
祖
と
な
る
。

『
愛
洲
日
向
の
守
移
香
斎
』
の
陰
流
の
流
れ
を
ひ
き
、
自
己
の
心
影
に
敵
の
心
影
を
即
座
に

映
し
、
相
手
を
制
す
る
事
を
主
眼
と
す
る
。

の
ち
『
柳
生
石
舟
斎
宗
厳
』
は
初
め
新
当
流
の
達
人
で
あ
っ
た
の
で
、
新
当
流
の
居
合
、
そ

の
他
に
新
陰
流
、
『
流
租
上
泉
伊
勢
守
』
の
孫
の
上
泉
孫
四
郎
の
無
楽
流
上
泉
派
の
居
合
。

関
口
流
の
居
合
に
も
柳
生
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

殺
伐
な
実
践
剣
法
を
取
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
こ
ろ
心
に
趣
を
お
く
流
派
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当

会
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
、
初
代
よ
り
伝
授
さ
れ
た
、

『
鹿
嶋
清
孝

範
士
』
は
、
昭
和
六
年

柳
生
家
一
四
代
（
新
陰
流
正
統
二
〇
世
）
柳
生
達
巌

長
師
に
師
事
す
る
。
昭
和
一
一
年
三
月
柳
生
巌
長
師
よ
り
、
『
柳
生
流
兵
法
抜
刀
目
録
』
免

許
を
授
け
ら
れ
る
。

昭
和
一
三
年
七
月
一
七
日
先
師
は
精
勇
館
道
場
を
再
建
さ
れ
る
。

同
道
場
で
柳
生
巌
長
師
を
招
き
門
人
に
『
居
合
』
の
教
授
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
際
柳
生
巌
長
師
は
、
こ
れ
ぞ
本
当
の
新
陰
流
の
居
合
と
認
め
る
。

こ
れ
以
降
『
新
陰
流
居
合
術
』
称
す
る
事
に
な
る
。
そ
こ
で
、
洗
心
会

秋
田
森
治

八
段
範

士
よ
り
ご
指
導
を
受
け
ら
れ
た
、
旭
心
会

初
代

古
川

實

教
士
八
段
の
教
え
を
、
後
進
に

伝
承
す
る
心
を
以
て
風
格
、
気
位
、
気
品
高
く
円
熟
し
た
個
性
味
あ
ふ
れ
る
居
合
。

静
中
動
あ
り
、
余
裕
と
品
位
あ
る
、
く
せ
の
な
い
流
派
を
超
え
た
居
合
を
皆
さ
ん
と
共
に
続

け
て
い
く
所
存
で
す
。
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大
東
流
合
気
柔
術

光
道
本
部

幸
裕
会

大
東
流
合
気
柔
術

師
範

錦

戸

無

光

堀川幸道 先生

大
東
流
合
気
柔
術
は
約
９
０
０
年
の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
先
人
た
ち
の
厳
し
い
血
の
に
じ
む
よ
う
な
研
鑽
を
経
て
、

他
流
で
は
見
ら
れ
な
い
、
気
を
合
す
る
合
気
の
世
界
に
到
達
し
た
武
術
で
あ
る
。

清
和
天
皇
の
末
孫
で
あ
る
新
羅
三
郎
義
光
公
に
始
ま
り
、

明
治
に
な
っ
て
、
大
東
流
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
稀
代
の

達
人
、
武
田
惣
角
先
生
に
よ
り
世
に
広
め
ら
れ
る
ま
で
は
、
甲
斐
武
田
家
～
会
津
藩
の
一
部
上
級
武
士
及
び
、
奥
女
中

に
の
み
伝
え
ら
れ
る
門
外
不
出
の
秘
伝
武
術
と
さ
れ
て
い
た
。
武
田
先
生
の
教
え
は
力
の
強
い
体
力
の
あ
る
人
々
に
は

柔
術
（
主
に
逆
手
、
関
節
技
）
を
教
え
力
も
体
力
も
な
い
人
々
に
は
合
気
（
合
す
る
気
）
の
技
を
伝
え
た
。

※
大
東
流
各
流
派
に
よ
り
技
が
違
う
理
由
が
こ
れ
で
あ
る
。

中
で
も
永
世
名
人
堀
川
幸
道
先
生
は
病
弱
で
体
力
も
な
か
っ
た
の
で
、
純
に
《
合
気
》
を
教
え
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

当
流
派
は
堀
川
先
生
か
ら
錦
戸
師
範
に
伝
え
ら
れ
た
、
合
す
る
合
氣
を
伝
え
る
会
派
で
す
。

人
の
体
は
本
来
「
気
の
体
」
な
の
で
あ
り
、
こ
の
体
の
気
を
合
し
て
使
う
の
が
合
気
な
の
で
あ
る
。（
錦
戸
師
範
）
合
気

（
光
道
及
び
幸
祐
会
）
の
稽
古
は
、
ま
ず
気
の
体
を
つ
く
る
事
。
そ
の
為
に
気
の
体
に
な
る
の
を
邪
魔
す
る
無
駄
な
筋

力
を
捨
て
る
事
か
ら
始
め
る
。

こ
れ
は
合
気
の
基
本
技
の
稽
古
を
通
し
て
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
全
身
が
気
の
体
に
な
っ
た
人
に
合
気
を
教
え
る
。

合
気
の
稽
古
を
練
磨
す
る
と
、
気
が
益
々
身
に
つ
い
て
強
靭
な
合
気
体
に
な
る
。

こ
う
し
て
病
弱
な
体
力
の
な
い
人
で
も
強
靭
な

体
に
な
る
。
合
気
の
技
は
、
相
手
の
力
を
す
べ
て
奪
い
取
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

相
手
の
力
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
合
気
で
奪
い
取
る
の
で
あ
る
。
合
気
が
身
に
つ
い
た
ら
相
手
の
力
を
奪
い
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

堀
川
先
生
は
合
気
が
身
に
つ
い
た
ら
恐
ろ
し
い
と
言
っ
た
意
味
が
こ
れ
で
あ
る
。
光
道
及
び
幸
祐
会
で
は
合
気
修
得
の

た
め
に
二
つ
の
目
を
使
う
稽
古
を
指
導
す
る
。

一
つ
の
目
は
肉
眼
で
あ
る
。
こ
れ
は
見
え
る
世
界
を
見
る
眼
で
あ
る
。

一
つ
の
目
は
心
眼
で
あ
る
。
こ
れ
は
見
え
な
い
世
界
を
観
る
目
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
心
眼
で
観
る
稽
古
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
な
い
も
の
（
気
、
合
気
）
が
観
え
る
よ
う
に
な
る
。

光
道
及
び
幸
祐
会
で
は
、
こ
れ
を
最
初
か
ら
指
導
す
る
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戸
山
流
居
合
道

福
岡
県
連
盟

福
岡
県
連
盟
会
長

門

川

正

輝

範
士
九
段

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

陸
上
自
衛
隊

幹
部
自
衛
官O

B

全
日
本
銃
剣
道

教
士
六
段
、
柔
道
三
段

＜
過
去
の
大
会
成
績
＞

・第
六
回

戸
山
流
居
合
道
全
国
大
会

団
体
戦
優
勝
（大
将
）

・第
七
回

戸
山
流
居
合
道
全
国
大
会

団
体
戦
優
勝
（大
将
）

同

個
人
戦

高
段
者
の
部

優
勝

・
国
民
体
育
大
会
参
加

平
成
十
一
年
（
熊
本
）
、
平
成
十
二
年
（
富
山
）

・平
成
十
四
年
（高
知
）、
佐
賀
県
銃
剣
道
代
表
（大
将
）と
し
て
参
加

戸
山
流
居
合
道

福
岡
県
連
盟
会
長

範
士
九
段

門

川

正

輝

福
岡
県
連
盟
会
長
と
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
山
流
居
合
道
と
は
、
戦
前
ま
で
あ
っ
た
陸
軍
戸
山
学
校
（
東
京
都
新
宿
区
戸
山
に
所
在
）
に
お
い

て
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
た
中
山
博
道
範
士
、
斉
村
五
郎
範
士
等
々
の
当
時
日
本
を
代

表
す
る
剣
豪
の
先
生
方
を
中
心
に
研
究
さ
れ
た
日
本
刀
の
繰
法
を
、
昭
和
五
十
年
九
月
に
戸
山
流
居
合

道
連
盟
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
数
多
く
あ
る
居
合
道
の
中
で
は
比
較
的
新
し
い
連
盟
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
特
色
と
す
る
所
は
、
立
ち
技
主
体
の
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
居
合
道
で
す
。

福
岡
県
戸
山
流
連
盟
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
に
発
足
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

県
連
盟
は
、
前
川
原
支
部
（
久
留
米
市
・
鳥
栖
市
周
辺
）
、
大
刀
洗
支
部
、
朝
倉
支
部
、
宝
珠
山
支
部
、

北
九
州
・
遠
賀
支
部
、
田
主
丸
支
部
と
県
外
の
鹿
児
島
支
部
の
七
個
の
支
部
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

居
合
道
は
、
人
と
し
て
必
要
な
「
基
本
・
基
礎
的
動
作
」
の
重
要
性
を
居
合
道
の
稽
古
を
通
じ
て
認

識
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
即
ち
、
単
純
な
動
作
（
基
本
の
形
）
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に

よ
り
形
の
本
質
的
事
項
を
修
得
す
る
と
共
に
日
常
生
活
に
お
い
て
の
基
本
的
事
項
で
あ
る
、
相
手
を
思

い
や
る
心
、
感
謝
す
る
心
等
の
現
在
、
忘
れ
か
け
て
い
る
事
項
を
身
を
も
っ
て
体
感
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

居
合
道
は
馴
染
み
が
少
な
い
武
道
で
す
が
、
や
り
始
め
る
と
奥
が
深
く
興
味
津
々
な
武
道
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
・
性
別
に
関
係
な
く
身
体
に
負
担
を
掛
け
る
こ
と
な
く
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た

進
度
で
技
量
を
磨
け
る
武
道
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
気
楽
に
私
共
の
稽
古
場
（
道
場
）
に
お
出
で
下
さ
い
。
懇
切
丁
寧
に
説
明
致
し

ま
す
。
ま
た
、
ご
加
入
頂
い
た
ら
初
級
段
階
か
ら
一
緒
に
稽
古
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
頂
け
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
稽
古
場
（
道
場
）
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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